
夢をかたちに!夢をかたちに!
皆様とともに、うるおいある地域づくりを。

だ

三
島
よ
し
の
ぶ
より

議会や紙面に対する

ご意見をお寄せ下さい。

三島よしのぶ後援会

三島よしのぶ事務所

事務所 66-1439

自　宅 66-2618

連絡先 66-0990

ＦＡＸ 66-0948

松江市宍道町佐々布荻田

第59号
発 行

２０２2 年 7 月２０日

令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
６
月
15

日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
開
催
し
︑
条

例
案
件
８
件
︑
単
行
案
件
10
件
︑
予

算
案
件
３
件
︑
承
認
案
件
11
件
︑
同

意
案
件
１
件
︑
報
告
案
件
21
件
の
計

54
議
案
と
陳
情
１
件
︑
意
見
書
１
件

を
審
査
し
ま
し
た
︒

三
島
よ
し
の
ぶ

令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

︻
議
第
58
号
︼
松
江
市
総
合
計
画
条
例

の
一
部
改
正

＊
審
議
会
の
所
掌
事
務
を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
議
第
59
号
︼
松
江
市
職
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正

＊
市
長
の
事
務
部
局
１
２
８
０
人
↓
１

３
２
０
人
︒

◆
保
健
所
対
応
職
員
の
増
員
︑
緊
急
を
要

し
先
議
と
し
15
日
に
可
決
し
ま
し
た
︒

︻
議
第
60
号
︼
松
江
市
税
賦
課
徴
収
条

例
等
の
一
部
改
正

＊
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
も
の
︒

︻
議
第
61
号
︼
松
江
市
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
改
正

＊
乃
木
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
築
移
転
に
よ
る

定
員
増
に
伴
い
休
止
し
て
い
た
乃
木
第

３
児
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す
る
も
の
︒

︻
議
第
62
号
︼
松
江
市
病
院
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
診
療
科
目
の
う
ち
︑
胸
部
外
科
を
呼

吸
器
外
科
に
改
め
る
も
の
︒

︻
議
第
63
号
︼
旧
日
銀
松
江
匠
工
房
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＊
建
物
２
階
を
時
間
単
位
で
貸
出
す
る
た

め
利
用
料
の
基
準
を
定
め
る
も
の
︒

︻
議
第
64
号
︼
松
江
国
際
文
化
観
光
都

市
建
設
計
画
観
光
地
区
建
築
条
例
の

一
部
改
正

＊
建
築
制
限
の
適
用
区
域
に
お
け
る
建
築

物
の
用
途
制
限
を
明
確
化
す
る
も
の
︒

︻
議
第
65
号
︼
松
江
市
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
条
例
の
一
部
改
正

＊
法
律
施
行
規
則
の
改
定
に
伴
い
︑
入

居
資
格
者
の
要
件
で
あ
る
同
居
親
族

の
範
囲
を
拡
大
す
る
も
の
︒

︻
議
第
66
号
︼
東
出
雲
複
合
施
設
建
設

(

建
築)

工
事
の
請
負
契
約
締
結

＊
一
畑
工
業
・
大
前
組
・
若
林
建
設
特

別
共
同
企
業
体
と
４
億
３
１
５
万
円

で
契
約
す
る
も
の
︒(

工
期
Ｒ
５
年

５
月
31
日)

︻
議
第
67
号
︼
松
江
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修(

建
築)

工
事
の

請
負
契
約
締
結

＊
松
江
土
建
・
ま
る
な
か
建
設
・
豊
洋

特
別
共
同
企
業
体
と
８
億
９
４
３
０

万
円
で
契
約
す
る
も
の
︒

︻
議
第
68
号
︼
松
江
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修(

電
気
設
備)

工

事
の
請
負
契
約
締
結

＊
サ
ン
ベ
電
気
・
山
代
電
気
工
業
・
三

原
電
工
特
別
共
同
企
業
体
と
６
億
３

４
７
０
万
円
で
契
約
す
る
も
の
︒

︻
議
第
69
号
︼
松
江
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修(

空
気
調
和
設
備)

工
事
の
請
負
契
約
締
結

＊
山
陰
ク
ボ
タ
・
オ
ン
チ
ョ
ウ
特
別
共

同
企
業
体
と
４
億
８
１
８
０
万
円
で

契
約
す
る
も
の
︒

◆
議
第
67
号
～
69
号
ま
で
の
工
期
は
い

ず
れ
も
Ｒ
５
年
12
月
15
日

︻
議
第
70
号
︼
財
産
の
無
償
貸
付

松
江
市
が
所
有
す
る
八
束
複
合
施
設
２

階
の
一
部
を
地
元
団
体(

中
村
元
記

念
館)

に
無
償
貸
付
す
る
も
の
︒︵
Ｒ

４
年
７
月
９
日
か
ら
５
年
間
︶

︻
議
第
71
号
︼
議
決
事
項
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

＊
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
鹿
島

町
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
の
一
部

貸
付
を
終
了
す
る
も
の
︒

︻
議
第
72
号
︼
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

＊
鹿
島
町
古
浦
の
市
道
で
横
断
側
溝
と

路
面
の
段
差
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
た

相
手
方
に
後
遺
症
が
生
じ
２
５
６
万

円
を
損
害
賠
償
す
る
も
の
︒

︻
議
第
73
号
︼
市
道
路
線
の
廃
止

＊
整
理
再
編
２
路
線
︑
開
発
行
為
に
よ

る
も
の
１
路
線
︒

︻
議
第
74
号
︼
市
道
路
線
の
認
定

＊
整
理
再
編
２
路
線
︑
県
か
ら
の
移
管

１
路
線
︑
開
発
行
為
２
路
線
︒

︻
議
第
75
号
︼
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

︽
７
億
１
８
４
５
万
円
︾

＊
コ
ロ
ナ
過
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
に
関
す
る
予
算

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て

10
万
円
を
支
給
す
る

４
億
３
６
８
０
万
円

②
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

(

ひ
と
り
親
世
帯)

事
業
費
︑
他
４
事
業

２
億
８
０
０
７
万
円

③
居
住
確
保
給
付
金
事
業(

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
費) 　
１
５
８
万
円

◆
先
議
に
よ
り
15
日
に
可
決
し
ま
し
た
︒

︻
議
第
76
号
︼
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
２
号) 　
︽
１
５
億
２
２
９
５
万
円
︾

補
正
予
算
後
の

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

１
０
５
８
億
１
９
４
０
万
円

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
要
す
る
予
算
︑
そ
の
他
の
政
策
的

事
業
に
要
す
る
予
算

①
感
染
症
の
拡
大
防
止
と
医
療
体
制
の

整
備　
　
　

１
４
億
５
１
２
７
万
円

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
行
政
検
査
費

９
億
５
９
３
２
万
円

＊
保
健
所
の
体
制
強
化
︵
職
員
人
件
費
︶

１
億
８
６
８
１
万
円

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種

に
向
け
た
体
制
の
整
備３

億
５
１
４
万
円

②
地
域
の
伝
統
文
化
や
文
化
芸
術
を
守

り
・
伝
え
る　
　
　
　

７
０
０
万
円

③
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
で
豊
か
な

暮
ら
し
の
実
現　
　

２
６
５
８
万
円

④
公
共
施
設
の
再
エ
ネ
１
０
０
％
導
入

を
調
査
・
検
討　
　

３
８
１
０
万
円

︻
議
第
77
号
︼
令
和
３
年
災
第
１
９
９
３

号
道
路
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
締
結

＊
カ
ナ
ツ
・
コ
タ
ニ
特
別
共
同
体
に
３

億
２
５
０
万
円
と
契
約
す
る
も
の
︒

︵
市
道
恵
曇
関
連
道
線
︑Ｒ
３
年
８
月

豪
雨
災
害
︶

︻
承
認
第
３
号
︼
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
︑
松
江
税
賦
課
徴
収
条

例
を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
４
号
︼
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
︑
松
江
市
都
市
計
画
税

条
例
を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
５
号
︼
省
令
の
一
部
を
改
正

に
伴
い
︑
松
江
市
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例

を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
６
号
︼
松
江
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
等

の
国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
猶
予
及

び
減
免
措
置
を
延
長
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
７
号
︼
松
江
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正

＊
前
６
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
改
正

す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
８
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
13
号)

︽
１
億
８
３
１
２
．
４
万
円
の
増
額
︾

＊
主
な
も
の
︑
職
員
人
件
費
︑
道
路
維

持
管
理(

除
雪
費)

︑
ふ
る
さ
と
だ

ん
だ
ん
基
金
な
ど
︒

︻
承
認
第
９
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

＊
人
件
費
の
増
︒

︻
承
認
第
10
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
宍
道

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

︻
承
認
第
11
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
４
号)

︻
承
認
第
12
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

４
号)

︻
承
認
第
13
号
︼Ｒ
３
年
度
企
業
団
地
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

＊
整
備
事
業
費
等
減
︒

︻
報
告
第
５
号
～
11
号
︼Ｒ
３
年
度
一
般

会
計
︑
水
道
事
業
会
計
︑
下
水
道
会

計
︑
ガ
ス
事
業
会
計
︑
交
通
事
業
会

計
の
繰
り
越
し
明
許
費
・
継
続
計
算

書
等
に
つ
い
て
︒

︻
報
告
第
12
号
～
19
号
︼
松
江
市
が
出

資
す
る
土
地
開
発
公
社
等
の
経
営
状

況
の
説
明
に
つ
い
て
︒

︻
報
告
第
20
号
・
21
号
︼
松
江
市
補
助

競
技
場
人
工
芝
改
修
工
事
の
追
加

＊
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
補
修
５
４
２
．
７
４
万

円
・
廃
棄
物
処
理
の
追
加
５
０
．
９
３

万
円
の
増
額
︒

︻
報
告
第
22
号
︼
市
道
城
山
線
北
惣
門

橋
架
け
替
え
工
事
の
追
加

＊
敷
石
の
撤
去
及
び
再
設
置
︑
標
柱
及
び
車

止
め
の
取
り
換
え
等
１
８
２
．
４
９
万
円

︻
報
告
第
23
号
︼Ｈ
１
６
年
～
Ｒ
３
年
度

ま
で
の
固
定
資
産
税
の
過
払
い
分
２

１
７
４
１
円
を
賠
償
す
る
も
の
︒

︻
報
告
第
24
号
～
25
号
︼
道
路
管
理
瑕

疵
に
よ
る
損
害
賠
償
す
る
も
の
︒

令
和
４
年
６
月
定
例
議
会
の

議
案
要
旨

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
体
調
は
如

何
で
す
か
？

雨
の
少
な
い
梅
雨
で
し
た
が
ま
と
め

て
の
豪
雨
が
無
い
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
︒
松
江
市
内
に
は
昨
年
・
一
昨
年
の

災
害
復
旧
工
事
が
進
ん
で
い
な
い
所
が

あ
り
ま
す
が
一
日
も
早
い
完
了
を
望
み

ま
す
︒
ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
な

か
な
か
収
束
し
ま
せ
ん
︑
報
道
に
よ
れ
ば

島
根
県
は
感
染
率
が
非
常
に
高
い
と
の
事

で
す
︒
特
に
出
雲
・
松
江
に
集
中
し
て
い

る
よ
う
で
す
︒
感
染
さ
れ
た
方
に
は
お
見

舞
い
申
し
上
げ
︑
医
療
の
関
係
者
の
ご
労

苦
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

参
議
院
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
が
︑

選
挙
中
に
安
倍
晋
三
元
首
相
が
銃
撃
を

受
け
て
死
亡
さ
れ
た
︑
と
ん
で
も
な
い

事
件
が
起
き
ま
し
た
︒
当
選
さ
れ
た
議

員
の
皆
様
方
に
は
︑
足
の
引
っ
張
り
合

い
や
︑
中
傷
で
は
な
く
こ
の
国
が
安
定

し
て
進
む
方
向
を
示
し
て
い
た
だ
き
︑

松
江
市
な
ど
地
方
の
声
が
届
き
平
穏
な

暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
に
望
む
も
の
で

す
︒さ

て
︑
定
例
議
会
で
は
︑
法
律
改
正

に
伴
う
条
例
の
改
正
や
︑
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
︑
ま
た
世
界
情

勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
原
油
価
格
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
な

ど
様
々
な
影
響
を
受
け

て
い
る
商
業
者
︑
農
林

漁
業
者
へ
の
物
価
対
策

予
算
な
ど
の
補
正
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
︒
そ

の
他
︑
東
出
雲
複
合
施

設
建
設
︑
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー(

プ
ラ
バ
ホ
ー

ル)

大
規
模
改
修
工
事

関
係
の
請
負
契
約
な
ど

も
可
決
し
て
６
日
に
閉

会
を
し
ま
し
た
︒

引
き
続
き
︑
皆
様
と

共
に
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
す
︒

ご
指
導
を
願
い
ま
す
︒

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
一
人
一
人
の
意
識
と
思
い
や
り
を
大
切
に
。

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
一
人
一
人
の
意
識
と
思
い
や
り
を
大
切
に
。

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
一
人
一
人
の
意
識
と
思
い
や
り
を
大
切
に
。



現在の宍道中央地区集落排水施設

１階床型枠工事の様子

・供用開始は、
平成１１年４月１日～

・計画処理人口６２０人　

①１階床型枠工事の上に鉄筋を配筋してコンクリートを流し床が
できます。柱の下には、②免震装置 ( すべり支承 ) や③免震装置
(積層ゴム支承 )を取り付けています。
今後は、鉄骨・上部躯体工事が９月頃まで進みます。

①１階床型枠工事

②免震装置 (すべり支承 ) ③免震装置 (積層ゴム支承 )

新
庁
舎
工
事
現
場

　
　
　

市
民
見
学
会

宍
道
町
内
の
農
業
集
落
排
水
施

設
が
公
共
下
水
道
に

統
合
さ
れ
ま
す

︻
承
認
第
３
号
︼
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
︑
松
江
税
賦
課
徴
収
条

例
を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
４
号
︼
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
︑
松
江
市
都
市
計
画
税

条
例
を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
５
号
︼
省
令
の
一
部
を
改
正

に
伴
い
︑
松
江
市
地
方
活
力
向
上
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
及
び
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例

を
改
正
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
６
号
︼
松
江
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険
者
等

の
国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
猶
予
及

び
減
免
措
置
を
延
長
す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
７
号
︼
松
江
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
改
正

＊
前
６
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
改
正

す
る
も
の
︒

︻
承
認
第
８
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
13
号)

︽
１
億
８
３
１
２
．
４
万
円
の
増
額
︾

＊
主
な
も
の
︑
職
員
人
件
費
︑
道
路
維

持
管
理(

除
雪
費)

︑
ふ
る
さ
と
だ

ん
だ
ん
基
金
な
ど
︒

︻
承
認
第
９
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

＊
人
件
費
の
増
︒

︻
承
認
第
10
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
宍
道

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

︻
承
認
第
11
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
４
号)

︻
承
認
第
12
号
︼Ｒ
３
年
度
松
江
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

４
号)

︻
承
認
第
13
号
︼Ｒ
３
年
度
企
業
団
地
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

＊
整
備
事
業
費
等
減
︒

︻
報
告
第
５
号
～
11
号
︼Ｒ
３
年
度
一
般

会
計
︑
水
道
事
業
会
計
︑
下
水
道
会

計
︑
ガ
ス
事
業
会
計
︑
交
通
事
業
会

計
の
繰
り
越
し
明
許
費
・
継
続
計
算

書
等
に
つ
い
て
︒

︻
報
告
第
12
号
～
19
号
︼
松
江
市
が
出

資
す
る
土
地
開
発
公
社
等
の
経
営
状

況
の
説
明
に
つ
い
て
︒

︻
報
告
第
20
号
・
21
号
︼
松
江
市
補
助

競
技
場
人
工
芝
改
修
工
事
の
追
加

＊
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
補
修
５
４
２
．
７
４
万

円
・
廃
棄
物
処
理
の
追
加
５
０
．
９
３

万
円
の
増
額
︒

︻
報
告
第
22
号
︼
市
道
城
山
線
北
惣
門

橋
架
け
替
え
工
事
の
追
加

＊
敷
石
の
撤
去
及
び
再
設
置
︑
標
柱
及
び
車

止
め
の
取
り
換
え
等
１
８
２
．
４
９
万
円

︻
報
告
第
23
号
︼Ｈ
１
６
年
～
Ｒ
３
年
度

ま
で
の
固
定
資
産
税
の
過
払
い
分
２

１
７
４
１
円
を
賠
償
す
る
も
の
︒

︻
報
告
第
24
号
～
25
号
︼
道
路
管
理
瑕

疵
に
よ
る
損
害
賠
償
す
る
も
の
︒

︻
議
第
78
号
︼
一
般
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶︽
補
正
予
算
額
は
２
億
１
４

２
９
．
６
万
円
︾

補
正
予
算
後
の

令
和
４
年
度
一
般
会
計
総
額

１
０
６
０
億
３
３
６
９
．
６
万
円

１
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策

①
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
省
エ
ネ
対
策

支
援
事
業
費　
　
　

５
４
０
０
万
円

・
補
助
対
象
者　

飲
食
︑
卸
︑
小
売
り
︑

宿
泊
︑
建
設
︑
医
療
︑
福
祉
︑
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
等

・
補
助
対
象　

冷
蔵
・
冷
凍
庫
︑
空
調

設
備
︑Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
等

・
補
助
対
象
額　

10
万
円
～
40
万
円
︵
県

は
40
万
円
～
200 
万
円
︶　

・
補
助
率　

１
／
２

②
製
造
業
省
エ
ネ
対
策
支
援
事
業
費

６
０
０
０
万
円

・
補
助
対
象　

➊
生
産
設
備
︑
更
新
等

➋
製
造
現
場
の
改
善
を
支
援
︒

・
補
助
対
象
額　

20
万
円
～
300 

万
円(

➊

➋
併
用
も
可)

・
補
助
率　

１
／
２

③
燃
油
価
格
・
農
業
用
資
材
高
騰
対
策

ハ
ウ
ス
整
備
事
業
費
２
２
０
０
万
円

＊
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
施
設
園
芸
に
お
い
て
︑

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
新
設
支
援
︒

・
補
助
対
象
者　

認
定
農
業
者
︑
認
定

新
規
就
農
者

・
補
助
対
象　

内
張
り
カ
ー
テ
ン
な
ど

の
張
り
付
け
︑
変
温
管
理
装
置
︵
多

段
サ
ー
モ
装
置
︶
な
ど
省
エ
ネ
効
果

を
高
め
る
資
材
︑
装
置
を
導
入
し
た

農
業
ハ
ウ
ス
の
新
設
に
係
る
費
用

・
補
助
率　

３
／
４︵
県
１
／
３
︑市
５
／
１
２
︶

④
既
存
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
省
エ
ネ
対
策

へ
の
支
援　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

＊
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
加
温
施
設
を
有
す
る
施

設
園
芸
に
お
い
て
支
援
︒

・
補
助
対
象
者　

認
定
農
業
者
︑
認
定

新
規
就
農
者

・
補
助
対
象　

既
存
の
農
業
用
ハ
ウ
ス

の
保
温
性
・
気
密
性
の
向
上
を
図
る

た
め
ビ
ニ
ー
ル
張
替
え
︑
内
張
り

カ
ー
テ
ン
の
張
り
付
け
︑
変
温
管
理

装
置
︵
多
段
サ
ー
モ
装
置
︶︑
循
環

扇
の
導
入
等

・
補
助
額　

上
限
３
０
０
万
円　

・
補
助
率　

１
／
２　

⑤
林
業
事
業
者
が
取
り
組
む
省
エ
ネ
対

策
へ
の
支
援　
　
　

１
０
０
０
万
円

・
補
助
対
象
者　

林
業
事
業
者

・
補
助
対
象　

ハ
ー
ベ
ス
タ
︑
ロ
ン
グ

リ
ー
チ
ハ
ー
ベ
ス
タ
︑
バ
ン
チ
ャ
な

ど
の
林
業
機
械
︒

・
補
助
額　

上
限
５
０
０
万
円

・
補
助
率　

１
／
２

⑥
漁
業
者
が
取
り
組
む
省
エ
ネ
対
策
へ

の
支
援　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

＊
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
︑
宍
道
湖
漁
協
︑
中
海

漁
協
等
の
正
組
合
員
で
漁
船
登
録
の

あ
る
船
舶
の
所
有
者
︒

・
補
助
対
象　

船
底
等
の
付
着
物
を
除

去
し
︑
塗
装
を
す
る
費
用
︒

・
補
助
額　

船
舶
の
規
模
に
よ
り
︑
２

万
円
～
30
万
円　

・
補
助
額　

１
／
２

⑦
漁
業
者
が
取
り
組
む
省
エ
ネ
効
果
の

高
い
機
器
等
の
導
入
を
支
援
︒

・
補
助
額　

上
限
２
５
０
万
円

・
補
助
率　

１
／
２

⑧
緊
急
校
務
支
援
員
配
置
事
業
費
︵
配

置
人
数
41
人
︑
９
月
か
ら
３
月
ま
で
︶

３
３
８
０
万
円

︻
人
事
案
件
︼農
業
委
員
会
委
員(

欠
員)

に
古
藤
俊
光
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
を
し
ま
し
た
︒

①
経
緯

　

人
口
減
少
等
を
踏
ま
え
た
各
種
汚
水

処
理
施
設
に
よ
る
整
備
区
域
の
適
切
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
等
を
目
的
に
国
か

ら
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
が
求
め
ら
れ
︑

松
江
市
に
お
い
て
は
平
成
28
年
度
に
﹁
松

江
市
下
水
道
︵
汚
水
処
理
︶
事
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
中
で
宍
道
町
の
５
地
区
の
農
業

集
落
排
水
施
設
の
う
ち
︑
４
地
区
︵
南

城
︑
宍
道
中
央
︑
中
来
待
︑
弘
長
寺
︶

に
つ
い
て
は
︑
更
新
時
の
費
用
対
効
果

等
を
検
証
し
た
結
果
︑
近
接
す
る
公
共

下
水
道
に
接
続
し
た
方
が
有
利
で
あ
る

た
め
︑
年
次
的
に
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

令
和
３
年
度
か
ら
毎
年
１
施
設
ず
つ

接
続
工
事
を
行
い
︑
宍
道
中
央
地
区
集

落
排
水
施
設
︵
上
白
石
︑
下
倉
︑
横
見
︑

大
野
︶
は
︑
令
和
５
年
４
月
か
ら
公
共

下
水
道
に
統
合
す
る
た
め
︑
令
和
４
年

度
中
に
接
続
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
︒

７
月
１
日
に
︑
コ
ロ
ナ
過
に
お
い
て
原

油
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
と
し

て
︑
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

と
農
業
委
員
の
同
意
案
件
が
追
加
議
案

と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
︒

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

＊
南
城
地
区

　

Ｒ
４
年
４
月
公
共
下
水
道
に
接
続

完
了

＊
宍
道
中
央
地
区

　

設
計
︵
Ｒ
２
年
︶↓
工
事
︵
Ｒ
４
年
︶

↓
公
共
へ
接
続
︵
Ｒ
５
年
４
月
︶

＊
中
来
待
地
区

　

設
計
︵
Ｒ
４
年
︶↓
工
事
︵
Ｒ
５
年
︶

↓
公
共
へ
接
続
︵
Ｒ
６
年
４
月
︶

＊
弘
長
寺
地
区

　

設
計
︵
Ｒ
５
年
︶↓
工
事
︵
Ｒ
６
年
︶

↓
公
共
へ
接
続
︵
Ｒ
７
年
４
月
︶

③
公
共
下
水
道
に
接
続
し
た
後
の
集
落

排
水
処
理
施
設
の
有
効
活
用

　

建
屋
︵
４
地
区
︶
は
防
災
備
蓄
倉
庫

等
に
︑
排
水
処
理
の
水
槽
の
中
来
待
︑

弘
長
寺
地
区
は
︑
流
量
を
調
整
す
る

た
め
の
貯
留
水
槽
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
︒

＊
地
域
で
活
用
の
要
望
が
あ
れ
ば
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
︒

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
は
６
月
30

日
に
開
催
さ
れ
、
現
在
の
建
設
進
行
状

況
な
ど
の
説
明
の
の
ち
、
現
庁
舎
の
屋

上
か
ら
視
察
し
ま
し
た
。

︻
第
一
期
工
事
の
進
捗
状
況
︼

①
免
振
工
事
︵
３
月
末
～
６
月
上
旬
︶

＊
山
留
を
撤
去
し
︑
築
造
し
た
地
下
１

階
部
分
の
上
部
に
免
振
装
置
を
取
り

付
け
︒

②
鉄
骨
工
事
︵
Ｒ
４
年
６
月
上
旬
～
９

月
下
旬
︶

＊
免
振
装
置
を
取
り
付
け
後
︑
上
部
躯

体
を
鉄
骨
で
組
上
げ
て
行
き
ま
す
︒

③
内
外
装
工
事
︵
Ｒ
４
年
９
月
下
旬
以

降
︶

＊
鉄
骨
組
立
後
︑
屋
根
︑
外
装
︑
内
装

等
を
行
い
︑Ｒ
５
年
３
月
頃
第
１
期

工
事
完
成
で
す
︒

︻
工
事
現
場
市
民
見
学
会
の
開
催
︼

　

令
和
４
年
６
月
12
日
︑
現
在
の
庁
舎

屋
上
に
て
工
事
現
場
の
市
民
見
学
会

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
︒

＊
参
加
者
数
／
１
１
２
名(

内
︑
小
中

学
生
以
下
35
名)

＊
個
人
で
の
申
し
込
み
／
14
名

＊
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
／
98
名

(

34
グ
ル
ー
プ)

現
庁
舎
南
棟
は
︑
日
々
音(

騒
音)

を

頂
い
て
い
ま
す
︒
窓
の
外
に
乳
白
の
波

板
で
壁
が
あ
り
見
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
︑
職
員
や
私
達
議
員
も
新
し
い
庁

舎
の
完
成
を
望
み
耐
え
て
い
ま
す
︒　


